
６月定例会のあらまし
目次

　平成23年第２回安城市議会定例会を６月７日から24日まで開催しま

した。「㈶安城都市農業振興協会の経営状況の報告」など11案件の報告

を受け、また、提出された「平成23年度安城市一般会計補正予算」など

７案件を全会一致で原案どおり可決し、同意案１件を同意しました。

　９日と10日の一般質問には、９人の議員から市政の各方面にわたり質

問がありました。

　本会議の詳しい内容は、市公式ウェブサイトの「市議会のページ」、ま

たは８月下旬から市役所市政情報コーナー、中央図書館に設置する「会

議録」をご覧ください。

主な議案

議案等の審議結果

会派の構成

一般質問のあらまし

会員協議会・委員会の活動状況

特別委員会を設置

９月定例会の開催予定ほか

2

3

　

4

7

8

補正予算５億4000万円余を議決。

一般質問では９人の議員が質問。

6月定例会

あんじょう

市議会だより
平成23年８月１日
（2011年）

第１号

５月11日　第２回臨時会撮影（仮議席）



６月定例会

　

当
初
予
算
以
降
、
新
た
に
必
要
と
な

っ
た
事
業
な
ど
に
一
般
会
計
で
５
億
４

０
０
０
万
円
余
、
特
別
会
計
１
会
計
で

６０
万
円
余
を
追
加
し
ま
し
た
。
歳
出
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
一
般
会
計

●
議
会
費　

３
８
０
０
万
円
余
増
／
委

員
会
室
お
よ
び
議
員
控
室
改
修
工
事
費

な
ど

●
総
務
費　

１
６
０
０
万
円
余
増
／
本

庁
舎
補
強
計
画
作
成
委
託
料
、
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
補
助
金
な
ど

●
民
生
費　

１
７
０
０
万
円
余
増
／
私

立
保
育
園
施
設
整
備
補
助
金
な
ど

●
衛
生
費　

３
５
０
０
万
円
余
増
／
予

防
接
種
委
託
料
、
ご
み
減
量
化
推
進
事

業
費
な
ど

●
商
工
費　

５
０
０
０
万
円
増
／
震
災

関
連
緊
急
利
子
補
給
補
助
金

●
土
木
費　

２
億
４
０
０
万
円
余
増
／

桜
井
赤
松
線
ほ
か
道
路
用
地
購
入
費
、

里
壱
斗
山
１４
号
線
立
体
化
負
担
金
、
郷

東
川
河
川
用
地
購
入
費
な
ど

●
消
防
費　

１
億
５
５
０
０
万
円
余
増

／
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
金
な
ど

●
教
育
費　

２
８
０
０
万
円
余
増
／
私

立
幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助
事
業
費
、
中

央
公
民
館
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

設
置
工
事
費
な
ど

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

６０
万
円
余
増
／
出
産
育
児
一
時
金
補

助
金
の
国
庫
返
還
金

　

デ
ン
パ
ー
ク
を
経
営
す
る
㈶
安
城
都

市
農
業
振
興
協
会
の
平
成
２２
年
度
の
経

営
状
況
な
ど
が
、
次
の
と
お
り
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

●
入
園
者
数　

４７
万
２
４
０
２
人

●
平
成
２２
年
度
決
算　

◦
収
入　

７
億
５
６
０
万
円
余

　

指
定
管
理
料
、
入
園
料
な
ど
施
設
利

用
収
入
、
教
室
講
座
受
講
料
な
ど

◦
支
出　

６
億
９
７
２
０
万
円
余

　

管
理
費
、
農
業
振
興
な
ら
び
に
地
場

産
業
発
展
事
業
費
、
市
民
園
芸
事
業
費
、

花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
費
、

施
設
な
ど
管
理
事
業
費
な
ど

●
平
成
２３
年
度
予
算

　

７
億
３
１
０
万
円
余

　

市
土
地
開
発
公
社
の
平
成
２２
年
度
事

業
・
決
算
お
よ
び
平
成
２３
年
度
事
業
計

画
な
ど
が
、
次
の
と
お
り
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

●
平
成
２２
年
度
事
業
・
決
算
の
内
容

◦
取
得
し
た
用
地　

安
城
南
明
治
土
地

区
画
整
理
事
業
、
二
本
木
児
童
ク
ラ
ブ

用
地
取
得
事
業
な
ど
１０
事
業
で
、
面
積

５
４
６
０
平
方
㍍
余

取
得
価
格
▼
４
億
５
１
６
０
万
円
余

◦
売
却
し
た
用
地　

安
城
南
明
治
土
地

区
画
整
理
事
業
、
市
道
北
大
坪
東
荒
子

線
用
地
取
得
事
業
な
ど
９
事
業
で
、
面

積
１
万
１
８
３
０
平
方
㍍
余
（
安
城
市

に
売
却
）

売
却
価
格
▼
９
億
９
９
９
０
万
円
余

●
平
成
２３
年
度
事
業
計
画

◦
取
得
計
画　

安
城
南
明
治
土
地
区
画

整
理
事
業
、
安
城
桜
井
駅
周
辺
特
定
土

地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
用
地
６
４
８

０
平
方
㍍
余

◦
売
却
計
画　

安
城
南
明
治
土
地
区
画

整
理
事
業
、
安
城
桜
井
駅
周
辺
特
定
土

地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
用
地
２
６
８

０
平
方
㍍
余

　

新
幹
線
三
河
安
城
駅
北
口
前
で「
Ｍ

Ａ
パ
ー
ク
」
を
経
営
し
て
い
る
三
河
安

城
駐
車
場
㈱
の
経
営
状
況
な
ど
が
、
次

の
と
お
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
１７
期（
平
成
２２
年
度
）

◦
営
業
収
益　

１
億
８
６
０
万
円
余

（
前
年
度
比
８７
・
４
％
）

◦
営
業
費
用　

１
億
１
７
７
０
万
円
余

　

借
地
料
、
減
価
償
却
費
、
業
務
委
託

費
、
租
税
公
課
、
水
道
光
熱
費
な
ど

◦
当
期
営
業
利
益　

マ
イ
ナ
ス
９
０
０

万
円
余

◦
営
業
外
収
益　

２
１
３
０
万
円
余

　

あ
い
ち
中
央
農
業
協
同
組
合
か
ら
の

補
助
金
な
ど

◦
営
業
外
費
用　

７
１
０
万
円
余

　

支
払
利
息

◦
経
常
利
益　

５
０
０
万
円
余

㈶
安
城
都
市
農
業
振
興
協
会
の
経

営
状
況

市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況

三
河
安
城
駐
車
場
㈱
の
経
営
状
況

平
成
２３
年
度
６
月
補
正
予
算

５
億
４
０
０
０
万
円
余
を
追
加

❷

デンパーク

ＭＡパーク

主
な
議
案
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●
第
１８
期（
平
成
２３
年
度
）

　

割
引
料
金
の
継
続
な
ど
の
販
売
促
進

活
動
お
よ
び
空
室
に
な
っ
た
貸
事
務
所

の
入
居
促
進
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

１
億
１
３
５
０
万
円
余
の
売
上
高
、

税
引
き
後
純
利
益
を
４
０
０
万
円
余
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
す
。

　

第
３
子
以
降
の
園
児
に
係
る
幼
稚
園

授
業
料
を
無
料
化
し
、
子
育
て
支
援
を

図
る
た
め
の
改
正
で
す
。

　

８
月
２５
日
で
任
期
満
了
と
な
る
神
谷

正
文
氏（
東
栄
町
）の
後
任
に
、
引
き
続

き
同
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
会
委
員
に
、

石
川
政
子
氏
（
福
釜
町
）
、
黒
柳
二
三
子

氏
（
小
川
町
）
、
成
瀬
早
苗
氏
（
北
山
崎

町
）、榊
原
喜
榮
子
氏（
城
ケ
入
町
）を
推

薦
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

６月市議会定例会に提出された案件 結果

会派別賛否（○賛成、×反対）

「教育基本法」・「学校教育法」の改正、「学習指導
要領」の全面改訂に基づいた教科書採択がされ
ることを求める陳情

安

政

会

市
政
ク
ラ
ブ

市
民
ク
ラ
ブ

共

産

党

水
と
緑
の
会

公

明

党

親
和
ク
ラ
ブ

新

社

会

市税条例の一部改正第４８号 原案可決

市立幼稚園授業料徴収に関する条例の一部改正

平成23年度一般会計補正予算（第３号）

平成23年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

６月市議会定例会　議案等の審議結果

市
税
条
例
の
一
部
改
正

市
立
幼
稚
園
授
業
料
徴
収
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

❸

農
業
委
員
会
委
員
に
４
氏
を
推
薦

日本共産党安城市議員団（２人）

○宮川金彦　　深谷惠子

水と緑の会（２人）

○大屋明仁　　深津　修

公明党安城市議団（２人）

○今原康徳　　法福洋子

親和クラブ（１人）　○永田敦史

新社会（１人）　　　○石川　翼

安政会（１１人）

○神谷清隆　　近藤正俊　　武田文男　　竹本和彦

　石川　忍　　早川建一　　畔柳秀久　　杉浦秀昭

　今井隆喜　　二村　守　　鈴木　浩

市政クラブ（８人）

○松浦満康　　深津忠男　　野場慶徳　　近藤之雄

　白山松美　　松尾学樹　　太田安彦　　杉山　朗

市民クラブ（３人）

○神谷昌宏　　坂部隆志　　辻山秀文

◆議員提出議案

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◆市長提出議案

議会基本条例策定特別委員会の設置

エネルギー政策特別委員会の設置

防災対策強化特別委員会の設置

◆同意

固定資産評価審査委員会委員の選任

◆陳情

第４９号

第５０号

第５１号

第３号

第４号

第５号

第６号

第１号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案同意

不採択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × × × × × ×

※議案名と会派名は、一部省略して記載しています。正式な会派名は、「会派の構成」をご覧ください。

会派の構成
○＝会派代表者

（平成23年５月11日現在）



６月定例会

　

質
問
と
答
弁
の
一
部
を
要
約
し
て
、

質
問
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問　

市
長
３
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

ご
み
減
量
３０
％
を
掲
げ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
ご
み
処
理
有
料
化
の
見
解
は
。

答　

今
後
は
、
生
ご
み
の
自
家
処
理
が

重
要
と
考
え
て
お
り
、
生
ご
み
処
理
機

モ
ニ
タ
ー
制
度
、
生
ご
み
減
量
化
モ
デ

ル
地
域
支
援
事
業
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
講
習
会
な
ど
の
施
策
を
積
極
的

に
実
施
す
る
。
住
民
説
明
会
や
集
中
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
啓
発
活
動
も
行
う
。

　

ご
み
処
理
手
数
料
の
有
料
化
は
、
処

理
経
費
負
担
の
公
平
化
の
観
点
か
ら
も

有
効
な
施
策
だ
が
、
今
の
景
気
状
況
で

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

市
街
化
調
整
区
域
の
規
制
緩
和
策

と
し
て
、
当
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
へ

の
本
市
の
考
え
方
は
。
他
市
の
対
応
は
。

答　

開
発
が
活
発
な
地
域
で
の
制
度
化

は
、
無
秩
序
な
開
発
を
招
く
こ
と
が
危

惧
さ
れ
、
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。

　

県
が
県
内
17
市
に
聞
き
取
り
し
た
状

況
で
は
、
２
市
が
条
例
制
定
す
る
方
針
、

５
市
が
検
討
中
、
本
市
を
含
め
て
10
市

が
制
度
導
入
に
消
極
的
で
あ
る
。

問　

今
本
町
の
西
部
や
里
町
の
三
郎
地

区
な
ど
、
あ
ん
く
る
バ
ス
な
ど
の
公
共

交
通
が
な
く
、
日
々
の
買
い
物
な
ど
、

生
活
に
不
便
な
地
域
が
あ
る
。
公
共
交

通
を
充
足
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　

バ
ス
停
ま
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
送

迎
す
る
他
市
で
の
方
法
が
参
考
に
な
る
。

あ
ん
く
る
バ
ス
の
ル
ー
ト
と
ダ
イ
ヤ
変

更
で
可
能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
地

域
の
意
見
を
聞
い
て
検
討
し
た
い
。

問　

児
童
数
増
加
に
よ
り
、
教
室
数
の

不
足
が
想
定
さ
れ
る
。
体
育
館
は
手
狭

で
、
老
朽
化
が
進
み
、
地
域
の
避
難
場

所
と
し
て
も
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ

る
。
校
舎
増
築
と
体
育
館
の
建
替
え
に

は
２
層
式
建
築
が
有
効
と
考
え
る
が
。

答　

校
舎
増
築
は
、
今
年
度
の
実
施
計

画
で
具
体
的
な
内
容
を
検
討
す
る
。
体

育
館
の
改
築
は
、
早
急
な
対
応
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
校
舎
と
体
育
館
の
２

層
式
建
築
は
、
工
期
短
縮
と
敷
地
の
有

効
活
用
の
点
で
有
効
と
考
え
る
。
今
後
、

実
施
計
画
の
中
で
検
討
す
る
。

◆
こ
の
ほ
か
の
質
問
…
新
安
城
駅
周
辺

整
備
、
節
電
対
策
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど

問　

７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
、
木
金

休
み
に
な
る
と
、
木
金
の
ど
ち
ら
か
を

家
庭
で
子
ど
も
と
過
ご
す
こ
と
を
前
提

に
、
休
日
保
育
は
、
保
育
日
の
振
替
え

と
考
え
、
無
料
に
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

日
曜
日
開
設
の
児
童
ク
ラ
ブ
が
１
カ
所

の
た
め
、
朝
の
送
迎
に
時
間
が
か
か
る
。

保
育
開
始
時
間
を
早
め
ら
れ
な
い
か
。

答　

保
育
園
の
休
日
保
育
は
、
利
用
料

を
徴
収
す
る
現
行
制
度
に
よ
り
、
実
施

園
を
拡
大
し
、
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
開
始
時
間
は
、
現

行
と
同
様
、
午
前
７
時
30
分
が
精
一
杯
。

※
後
日
示
さ
れ
た
休
日
保
育
に
つ
い
て

の
政
府
方
針
を
受
け
、
本
市
に
お
い
て

も
、
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
、
節
電

対
策
に
伴
う
企
業
の
操
業
に
対
応
し
て

行
う
休
日
保
育
は
、
振
替
方
式
で
実
施

し
ま
す
。
休
日
保
育
を
行
う
前
１
週
間

の
平
日
に
利
用
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

利
用
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
に
し
ま
す
。

問　

被
災
時
の
応
急
給
水
は
、
ど
れ
く

ら
い
の
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
地
域
の
井
戸
水
を
被
災
時
に
ど

の
よ
う
な
活
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

18
万
市
民
が
被
災
時
に
必
要
と
す

る
水
９
日
分
に
相
当
す
る
量
が
確
保
で

き
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
井
戸
水

を
提
供
し
て
も
ら
う
所
有
者
の
同
意
を

96
カ
所
で
得
て
お
り
、
そ
の
う
ち
29
カ

所
が
飲
料
水
と
し
て
利
用
で
き
る
。

◆
こ
の
ほ
か
の
質
問
…
節
電
対
策
、
下

水
道
の
耐
震
化
、
今
後
の
環
境
施
策

な
ど

一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し

ご
み
減
量
３０
％

安
政
会

畔
柳
秀
久
議
員

く
ろ
や
な
ぎ
ひ
で
ひ
さ

市
街
地
縁
辺
集
落
制
度
の
導
入

市
政
ク
ラ
ブ

野
場
慶
徳
議
員

の　

ば
よ
し
の
り

公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消

北
部
小
学
校
の
校
舎
・
体
育
館
整
備

市
民
ク
ラ
ブ

坂
部
隆
志
議
員

さ
か
べ
た
か
し

自
動
車
業
界
の
木
金
休
み
へ
の
対
応

災
害
発
生
時
の
応
急
給
水

❹

生ごみ処理機

安城北部小学校
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問　

被
災
地
の
復
旧
復
興
に
は
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、「
被
災
地
の
た
め
に
何
か
役
に
立

ち
た
い
」
と
い
う
市
民
も
大
勢
み
え
る
。

　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
被

災
地
へ
派
遣
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

社
会
福
祉
協
議
会
で
現
在
募
集
し

て
い
る
。
受
け
入
れ
体
制
が
確
認
で
き

れ
ば
、
今
後
改
め
て
募
集
す
る
。

問　

児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入
れ
を
４
年

生
以
上
に
拡
大
し
て
は
。
ま
た
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
な

ど
、
柔
軟
な
対
応
が
で
き
な
い
か
。

答　

利
用
者
の
増
加
に
施
設
整
備
が
追

い
つ
か
な
い
現
状
で
は
、
対
象
学
年
の

拡
大
と
柔
軟
な
受
け
入
れ
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

民
間
学
童
保
育
に
対
す
る
施
設
面

や
職
員
の
確
保
へ
の
支
援
の
拡
充
と
、

委
託
料
の
引
き
上
げ
が
必
要
で
は
。

答　

施
設
や
職
員
の
確
保
に
対
す
る
支

援
の
方
法
を
検
討
す
る
。
委
託
料
は
、

運
営
経
費
を
精
査
す
る
中
で
、
基
準
な

ど
を
見
直
し
、
引
き
上
げ
を
検
討
す
る
。

問　

地
震
に
よ
る
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
で

子
ど
も
た
ち
が
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
、

園
舎
・
校
舎
の
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対

策
が
早
急
に
必
要
で
あ
る
。
市
内
の
公

共
施
設
の
飛
散
防
止
対
策
の
進
ち
ょ
く

状
況
は
。
ま
だ
対
策
が
取
ら
れ
て
い
な

い
施
設
は
あ
る
の
か
。

答　

市
庁
舎
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
地

区
公
民
館
、
小
・
中
学
校
の
体
育
館
は
、

飛
散
防
止
対
策
が
完
了
し
て
い
る
。

　

小
・
中
学
校
は
、
一
部
強
化
ガ
ラ
ス

で
対
応
済
み
の
校
舎
も
あ
る
が
、
対
応

で
き
て
い
な
い
校
舎
は
、
今
後
、
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
で
順
次
対
策
を
と
っ
て

い
く
計
画
で
あ
る
。

　

避
難
所
で
あ
る
中
央
公
民
館
と
福
祉

セ
ン
タ
ー
６
館
は
、
今
年
度
中
に
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
の
貼
り
付
け
工
事
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
市
内
の
県
立
高
校
４
校
の
校

舎
と
体
育
館
は
、
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止

対
策
が
取
ら
れ
て
い
な
い
。

◆
こ
の
ほ
か
の
質
問
…
消
防
団
協
力
事

業
所
表
示
制
度
、
同
報
系
防
災
行
政

無
線
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定
な
ど

問　

昨
年
の
１２
月
定
例
会
で
「
他
市
の

扇
風
機
の
設
置
状
況
を
調
査
・
研
究
す

る
」と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、そ
の
検
討

経
過
は
。
９
月
に
は
教
室
に
設
置
で
き

る
よ
う
に
補
正
予
算
を
計
上
さ
れ
た
い
。

答　

扇
風
機
を
設
置
し
て
い
る
近
隣
市

の
学
校
を
訪
問
し
、
子
ど
も
た
ち
や
先

生
の
声
を
聞
き
、
効
果
を
検
証
し
た
う

え
で
、
実
施
計
画
で
検
討
し
て
い
く
。

問　

国
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
は
、

今
年
度
で
終
了
予
定
で
あ
る
が
、
市
民

か
ら
は
継
続
を
望
む
声
を
多
く
聞
く
。

来
年
度
以
降
も
市
で
助
成
さ
れ
た
い
。

答　

国
の
助
成
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

財
政
状
況
に
よ
っ
て
は
、
個
人
負
担
の

検
討
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。
国
の
動

向
や
他
市
の
状
況
を
見
て
検
討
す
る
。

問　

各
種
の
委
員
会
や
協
議
会
が
設
置

さ
れ
、
市
政
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
市

民
参
加
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
会
議

開
催
の
情
報
を
公
開
さ
れ
た
い
。

答　

市
民
参
加
条
例
と
規
則
に
基
づ
き
、

審
議
会
な
ど
の
会
議
開
催
情
報
を
年
内

を
め
ど
に
事
前
公
表
し
て
い
く
。

親
和
ク
ラ
ブ

永
田
敦
史
議
員

な
が
た
あ
つ
し

被
災
地
復
興
支
援
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
募
集
・
派
遣
に
つ
い
て

児
童
ク
ラ
ブ
・
学
童
保
育
に
つ
い
て

水
と
緑
の
会

大
屋
明
仁
議
員

お
お
や
あ
き
ひ
と

窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
対
策

日
本
共
産
党
安
城
市
議
員
団

深
谷
惠
子
議
員

ふ
か
や
け
い
こ

小
中
学
校
の
冷
房
設
備
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

継
続

❺

被災地ボランティア

飛散防止フィルム貼り付け工事

各
種
委
員
会
・
協
議
会
等
の
公
開
を 教室の扇風機（他市）



６月定例会

問　

市
民
の
生
命
や
健
康
を
守
る
の
は

行
政
の
最
優
先
課
題
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
原
発
の
安
全
神
話

が
崩
れ
た
。
ま
た
、
平
時
で
あ
っ
て
も

絶
え
ず
核
の
ゴ
ミ
が
出
る
。　

　

生
命
・
健
康
・
環
境
を
守
る
た
め
、

脱
原
発
宣
言
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
い
た
い
。

答　

電
力
不
足
に
よ
る
計
画
停
電
で
首

都
圏
は
混
乱
し
、
企
業
の
生
産
拠
点
の

移
転
と
い
う
産
業
問
題
も
発
生
し
始
め

て
い
る
。
ま
た
、
太
陽
光
や
風
力
発
電

は
課
題
が
多
く
、
実
用
化
に
は
相
当
の

時
間
を
要
す
。

　

脱
原
発
宣
言
は
、
現
実
的
な
対
策
を

考
え
る
中
で
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き
課

題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

震
災
の
影
響
で
多
く
の
職
場
に
し

わ
寄
せ
が
き
て
い
る
。
市
は
、
国
の
制

度
に
上
乗
せ
す
る
補
助
制
度
を
創
設
し

た
が
、
さ
ら
に
周
知
す
べ
き
で
は
。

答　

市
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

折
り
込
み
チ
ラ
シ
も
検
討
中
で
あ
る
。

公
共
職
業
安
定
所
で
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

問　

市
長
は
３
期
目
の
選
挙
公
約
で

「
碧
海
５
市
合
併
を
構
想
か
ら
具
体
計

画
に
ま
で
高
め
、
現
行
の
行
政
区
域
を

超
え
た
大
き
な
行
政
改
革
の
推
進
へ

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
ま
す
」
と

書
い
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
現
在
の
構

想
か
ら
具
体
計
画
に
し
て
い
く
の
か
。

答　

碧
海
５
市
を
中
心
に
、
お
お
む
ね

10
年
後
の
合
併
を
構
想
し
、
将
来
の
合

併
に
向
け
た
具
体
的
な
協
議
の
場
を
現

任
期
４
年
間
で
作
っ
て
い
く
考
え
で
い
る
。

問　

特
別
支
援
教
育
が
必
要
と
さ
れ
る

児
童
生
徒
の
人
数
は
。
ま
た
、
体
制
の

整
備
と
必
要
な
取
組
み
状
況
は
。

答　

特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童

生
徒
の
数
は
、
本
年
度
は
小
中
学
校
の

合
計
で
２１１
名
、
通
常
学
級
に
在
籍
し
な

が
ら
対
象
と
思
わ
れ
る
者
は
、
平
成
２１

年
度
４７９
名
い
た
。
体
制
で
は
、
対
象
と

な
る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の「
個
別

の
教
育
支
援
計
画
」と「
個
別
の
指
導
計

画
」を
作
り
、
適
切
な
指
導
と
必
要
な

支
援
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
一
層
、

中
身
の
充
実
な
ど
を
図
っ
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

衣
浦
東
部
広
域
連
合
の
消
防
職
員

の
充
足
率
が
国
基
準
の
６１
％
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
大
き
な
地
震
が
起
き
た
場
合
、

市
民
の
安
全
は
守
れ
な
い
。
せ
め
て
、

全
国
平
均
の
７５
％
ま
で
（
あ
と
１００
人
）

増
員
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

衣
浦
東
部
広
域
連
合
で
は
、
平
成

21
年
度
に
15
名
の
定
数
増
を
し
、
現
在

計
画
的
に
増
員
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
も
、
適
正
な
消
防
職
員
の

配
置
は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

浜
岡
原
発
は
東
海
地
震
の
震
源
域

の
真
上
に
あ
り
、
世
界
一
危
険
な
原
発

と
言
わ
れ
て
い
る
。
環
境
首
都
を
目
指

す
な
ら
、
永
久
停
止
に
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

答　

今
の
限
ら
れ
た
情
報
の
中
で
は
、

非
常
に
判
断
が
難
し
い
と
考
え
る
。

問　

国
の
基
本
方
針
に
よ
り
、
名
鉄
南

安
城
駅
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
対
象
と

な
る
。
早
急
に
名
鉄
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
を
要
請
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

駅
舎
の
構
造
や
用
地
な
ど
の
課
題

は
あ
る
が
、
名
鉄
に
要
請
し
て
い
く
。

新
社
会

石
川　

翼
議
員

い
し
か
わ

つ
ば
さ

脱
原
発
宣
言
に
つ
い
て

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
補
助
金

の
Ｐ
Ｒ

安
政
会

今
井
隆
喜
議
員

い
ま
い
た
か
よ
し

広
域
行
政
に
つ
い
て

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
安
城
市
議
員
団

宮
川
金
彦
議
員

み
や
が
わ
か
ね
ひ
こ

消
防
職
員
の
増
員
を

浜
岡
原
発
は
永
久
停
止
に

❻

浜岡原子力発電所

南
安
城
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

名鉄南安城駅
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３
月
定
例
会
閉
会
以
降
、
６
月
定
例

会
閉
会
ま
で
の
全
員
協
議
会
と
各
委
員

会
の
主
な
活
動
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

＊
全
員
協
議
会

●
６
月
３
日　

㈳
安
城
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
㈶
安
城
都
市
農
業
振
興
協
会

（
デ
ン
パ
ー
ク
）の
平
成
２２
年
度
事
業

お
よ
び
決
算
報
告
に
つ
い
て
説
明
を
聞

き
、
質
疑
を
し
ま
し
た
。

＊
総
務
企
画
常
任
委
員
会

●
５
月
１１
日　

新
し
い
委
員
会
を
構
成

し
、
正
副
委
員
長
の
互
選
な
ど
を
し
ま

し
た
。

●
５
月
１９
日　

委
員
会
所
管
事
項
の
説

明
を
聞
い
た
後
、
㈱
キ
ャ
ッ
チ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
刈
谷
市
）を
巡
視
し
ま
し
た
。

●
６
月
２１
日　

第
２
回
定
例
会
で
審
査

を
託
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

２
議
案
を
審
査
し
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

＊
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

●
４
月
１２
日　

部
会
を
開
き
、
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画（
案
）に
つ
い
て

説
明
を
聞
き
、
質
疑
を
し
ま
し
た
。

●
５
月
１１
日　

新
し
い
委
員
会
を
構
成

し
、
正
副
委
員
長
の
互
選
な
ど
を
し
ま

し
た
。

●
５
月
１８
日　

委
員
会
所
管
事
項
の
説

明
を
聞
い
た
後
、
所
管
施
設
の
子
育
て

支
援
総
合
拠
点
施
設
あ
ん
ぱ
〜
く（
大

東
町
）な
ど
７
カ
所
を
巡
視
し
ま
し
た
。

●
６
月
２
日　

部
会
を
開
き
、
㈳
安
城

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
㈶
安
城
都
市
農

業
振
興
協
会（
デ
ン
パ
ー
ク
）の
平
成
２２

年
度
事
業
お
よ
び
決
算
報
告
に
つ
い
て

説
明
を
聞
き
、
質
疑
を
し
ま
し
た
。

●
６
月
２０
日　

第
２
回
定
例
会
で
審
査

を
託
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

３
議
案
を
審
査
し
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

＊
市
民
文
教
常
任
委
員
会

●
５
月
１１
日　

新
し
い
委
員
会
を
構
成

し
、
正
副
委
員
長
の
互
選
な
ど
を
し
ま

し
た
。

●
５
月
１７
日　

委
員
会
所
管
事
項
の
説

明
を
聞
い
た
後
、
所
管
施
設
の
安
城
北

中
学
校
格
技
棟（
新
田
町
）な
ど
５
カ
所

を
巡
視
し
ま
し
た
。

●
６
月
１７
日　

第
２
回
定
例
会
で
審
査

を
託
さ
れ
た
陳
情
１
件
と
一
般
会
計
補

正
予
算
１
議
案
を
審
査
し
、
陳
情
は
不

採
択
と
し
、
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

＊
建
設
常
任
委
員
会

●
５
月
１１
日　

新
し
い
委
員
会
を
構
成

し
、
正
副
委
員
長
の
互
選
な
ど
を
し
ま

し
た
。

●
５
月
１６
日　

委
員
会
所
管
事
項
の
説

明
を
聞
い
た
後
、
所
管
施
設
の
中
部
配

水
場（
東
新
町
）な
ど
６
カ
所
を
巡
視
し

ま
し
た
。

●
６
月
１６
日　

第
２
回
定
例
会
で
審
査

を
託
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
１
議

案
を
審
査
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

＊
議
会
運
営
委
員
会

●
４
月
５
日　

第
１
回
臨
時
会
の
議
事

運
営
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

●
５
月
６
日　

各
派
代
表
者
会
議
を
開

き
、
第
２
回
臨
時
会
の
議
事
運
営
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

●
５
月
１１
日　

新
し
い
委
員
会
を
構
成

し
、
正
副
委
員
長
の
互
選
な
ど
を
し
ま

し
た
。

●
６
月
１
日　

第
２
回
定
例
会
の
議
事

運
営
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

●
６
月
２１
日　

第
２
回
定
例
会
最
終
日

の
議
事
運
営
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

全
員
協
議
会
・
委
員
会
の

活
動
状
況

❼

◎＝委員長　○＝副委員長

議会基本条例策定特別委員会（９人）
〈所管事項〉◦議会基本条例を策定するにあたって、先進事例等を

　　　　　　　調査、研究すること。

◎松浦満康　○竹本和彦　　今原康徳　　白山松美　　近藤之雄

　二村　守　　神谷昌宏　　近藤正俊　　永田敦史

エネルギー政策特別委員会（９人）
〈所管事項〉◦新エネルギー等について調査、研究すること。

　　　　　　◦節電等、エネルギー消費について調査、研究するこ

　　　　　　　と。

◎野場慶徳　○鈴木　浩　　太田安彦　　石川　翼　　辻山秀文

　深津　修　　今井隆喜　　武田文男　　宮川金彦

防災対策強化特別委員会（９人）
〈所管事項〉◦大規模地震を想定した防災・減災対策強化について

　　　　　　　調査、研究すること。

◎石川　忍　○畔柳秀久　　杉山　朗　　法福洋子　　松尾学樹

　大屋明仁　　坂部隆志　　深谷惠子　　神谷清隆

特別委員会を設置しました



市議会だより編集委員会

8 月２４日（水）

9 月 2 日（金）

５日（月）

６日（火）

７日（水）

８日（木）

１２日（月）

１３日（火）

１４日（水）

１５日（木）

２１日（水）

２７日（火）

請願・陳情提出締切り

開会　　　

一般質問　（午前９時）

一般質問　（午前９時）

一般質問　（午前９時）

議案質疑・決算特別委員会　（午前９時）

建設常任委員会・決算特別委員会建設分科会

市民文教常任委員会・決算特別委員会市民文教分科会

経済福祉常任委員会・決算特別委員会経済福祉分科会

総務企画常任委員会・決算特別委員会総務企画分科会

決算特別委員会

閉会

　本会議や委員会での審査の様子は、当日受付で氏名と住所を記入するだけで傍聴できます。手話通訳や要

約筆記も可能です。（傍聴予定日の５日前までにお申し込みください）

　なお、本会議では、ＦＭ補聴システムを導入しています。誘導コイル付き補聴器を使用している人は、聞

き取りやすくなります。詳しくはお問い合わせください。

【発行者】安城市議会
【編集者】市議会だより編集委員会

【あて先・お問い合わせ】

安城市議会事務局
〒446-8501 安城市桜町18番23号
Tel. 71-2252　Fax. 77-8200
Eメール giji@city.anjo.aichi.jp

９月定例会の開催予定

議会を傍聴しませんか

代表・一般質問の録画を視聴できます

　開催時刻は、一般質問と議案質疑は節電のため午前９時、その他は午前１０時の予定です。

決算特別委員会分科会は、いずれも各常任委員会の終了後の開催となります。

※予定は変更する場合があります。

▶ケーブルテレビで
　９月５日・６日・７日の一般質問の様子が、キャッチネットワーク１０７チャンネルで録画放映されます。

　　　放映日　５日収録分　→８日（木）午後６時　・　６日収録分　→９日（金）午後６時

　　　　　　　７日収録分　→16日（金）午後６時

▶市公式ウェブサイト「望遠郷」の「市議会のページ」で
　代表・一般質問の録画映像をインターネットで配信しています（過去 2 年分）。

　9 月定例会の一般質問の様子は、一般質問終了後、おおむね２週間後から視聴できます。

　　　市公式ウェブサイト「望遠郷」→ http://www/city.anjo.aichi . jp/

　　　市議会のページ→ http://www/city.anjo.aichi . jp/shisei/gikai/ index.html

　今年度から、議会だよりをリニューアルし、「あんじょう市議会だより」として発行します。編集は、議員から選

出した市議会だより編集委員会が担当します。ご意見・ご感想をお寄せください。

◎ 石 川 　 忍 　 　 ○ 坂 部 隆 志 　 　 太 田 安 彦
　 法 福 洋 子 　 　 　 松 尾 学 樹 　 　 深 津 　 修
　 今 井 隆 喜 　 　 　 杉 浦 秀 昭 　 　 深 谷 惠 子
◎＝委員長　○＝副委員長

あんじょう市議会だよりは、古紙を70％使用した

再生紙と大豆油インキを使用しています

❽


